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6月13日・14日、7人の議員が一般質問を行いましたので、その内容を要約してお知らせします。　　　なお、原稿は質問議員本人が執筆しています。

一般
質問 市政を問う

センダンの木

工藤　忠孝

Q　障害者差別解消法が令和６年４月１日から義
務化された。合理的配慮の具体的内容は。
A　障がいの内容や程度、事業者が提供するサー
ビス内容等によって異なるが、段差解消のため
の簡易スロープ、意思疎通のためのカードやタ
ブレットを備えておくことなどが考えられる。

Q　今後どのような課題を想定し、障害者差別解
消法を推進していくか。
A　障がいのある方と事業者が対話を重ね、お互
いの理解を深めながら、共に対応案を検討して
いくことが求められる。社会的障壁をなくし、
障がいの有無にかかわらず共に生活できる地域
となるよう相談窓口の周知や事業者への啓発等
を推進する。

Q　耕作放棄地利用として「センダン」の植林に
取り組んではどうか。

A　センダンを植林する場合、水田跡地などは耕
盤層があるため、水はけが悪く栽培には不向き
である。また、病害虫対策も必要である。今後
も耕作放棄地利用として、植林を行う大分県や
熊本県の取組を注視していく。

　

農業振興について

障害者差別解消法
の取組について

福　祉

農林畜産業

その他
質　問 ・飛田川野球場の施設整備について
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6月13日・14日、7人の議員が一般質問を行いましたので、その内容を要約してお知らせします。　　　なお、原稿は質問議員本人が執筆しています。

Q　大分県学力定着状況調査によると市内中学校
の学力が低迷している。この実態をどう捉えて
いるのか。
A　教育委員会、教職員も深刻に受けとめている。
生徒の学習習慣が十分に定着していないのが要
因の一つ。

Q　今後の学力向上の方針と対応は。
A　方針は竹田市第２次総合計画では、学校教育
の充実、教育環境の整備の中に主体的に学び、
未来を創造する子どもの育成を柱としている。
施策の一つである協働的な学びを生み出す手立
てや環境づくりを進める。また、交流授業を積
極的に行い、生徒自身の将来への見通しを形作

る授業を目指す。

Q　市道の改良申請と令和６年度工事可能な件数は。
A　要望、陳情等の提出が24路線である。令和６
年度事業では交付金事業分が６路線、単費改良
分が４路線の計10路線を予定している。限られ
た予算の中で、緊急性や公共性を勘案し、早期
完成を目指す。

市道改良事業（岡本 中央線）

後藤　建一

教育行政について
教　育

市道の改良について
建　設

Q　竹田市の畜産経営の問題点と対策は。
A　高コスト経営の傾向がある。今ある環境を活
かした放牧も見かけなくなった。稲やＷＣＳ、
イタリアンライグラスの自給飼料作物の生産拡
大や未利用地などを活用した従来の低コスト経
営の中心であった放牧の実施などが必要である。

Q　数ある課題の中でも早急に取り組む課題は。
A　規模拡大や畜舎建築などの積極的な振興策で
はなく、生産者の生産意欲を減退させることな
く、しっかりと生産の足場を固める。全国和牛
能力共進会に向けて若手の生産者への研修に取
り組む。市民の方に愛されるおおいた豊後牛を

定着させるための運動を展開していく。

Q　竹田市独自の新しい政策は考えているか。
A　これまでもハード、ソフト面、国の税金の優
遇などで支援している。引き続き国や県の政策
を推進するとともに、現在、企業版ふるさと納
税及びふるさと納税を財源として行っている市
独自政策の充実も図っていく。

賀籠六　めぐみ

農林畜産業

畜産振興の市独自の
政策について

その他
質　問 ・切れ目ない特別支援教育について

その他
質　問

・林業行政について  
・ＪＲ豊後竹田駅周辺整備について



たけた市議会だより
令和6年8月1日4

Q　令和６年度の教職員人事異動の方針は、新採
用から概ね10年以内に異動する人事地域数を現
行の３地域から２地域とし、配置年数も職員の
事情に応じて柔軟に対応する見直しが行われた。
今回、それらは守られたのか。
A　竹田市内における新採用３年目および２地域
目３年目のルールによる異動対象者で、本人の
希望に沿って全員異動することができた。

Q　教職員の人材確保のための処遇改善や働き方
改革の素案について、中教審の答申では給特法
の枠組みを継続しながら教職調整額の増額や教
科担任制の拡大などを求めている。これらは有
効な手段と言えるのか。

A　教育調整額の増額に関わらず、竹田市教育委
員会としては、さらなる超勤縮減と加配教員の
要求など、人材確保においても県に働きかけて
いく。

用語解説
※中教審特別部会…文部科学省の諮問機関で中央教
　育審議会の「質の高い教師の確保」特別部会のこと
※給特法…公立の義務教育諸学校などの教育職員の
　給与と労働条件に関する特別措置法のこと

Q　ゴールデンウィークの市内事業所の状況は。
A　市内観光施設の入場者数は前年比2.1％増、宿
泊施設は2.8％の減であった。新型コロナウィ
ルス禍からは順調に回復していると考えられる。

Q　観光関連事業所の経営維持への支援策は。
A　市内の事業所の５割が物価高騰や燃料価格高
騰の影響を受けており、商工関係団体による相
談を行っている。市としては国の業務改善助成
金等の相談支援と、市独自のプレミアム商品券
事業を予定している。

Q　インバウンドの訪竹の状況は。
A　令和５年の竹田市へ宿泊した外国人観光客は
約３万人であった。今後は阿蘇市と連携して大

阪万博等で誘客に向けたプロモーションを行う。

Q　キャッシュレス化及びフリーWi-Fiの普及状
況は。

A　キャッシュレス化に対応している店舗は大型
店を始め増えており、効率的な観光地運営への
貢献が期待できる。フリーWi-Fi環境の整備につ
いては、公共施設への整備を優先して進めてお
り、民間事業所への整備は現時点では考えてい
ない。

阿部　雅彦

学校教育の
諸課題について

教　育

池見　傑

観光関連事業者の支援及び
インバウンド対策について

観　光

その他
質　問 ・第２次竹田市男女共同参画の取組について

その他
質　問

・アルコール健康障害防止対策について
・子牛市場の今後の見通しについて
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Q　令和５年久住中学校・都野中学校が竹田中学
校に統合した。統合について市の基本的な考え
方、統合推進の理由及び根拠は。
A　小学校では、複式学級の解消と集団による学
習等ができることを目指し、竹田地域に２～３
校その他の地域に各１校の配置を基本としてい

る。中学校は集団規模、１学年２学級の維持を
原則とし、地域・保護者の声を聴きながら再編
による配置を進めていく。

　　平成17年の市町合併にむけ、竹田・荻・久
住・直入の市町合併任意協議会を積み重ねた上
で、合併協議会の新市建設計画が策定されてい
る。その施策の方針における学校教育の充実で
は、地域の実情に応じた学校区の見直しと学校
規模の適正を図ると明記されていることを根拠
としている。

Q　暮らしのサポートセンターは、高齢者等の
社会的孤立の解消や心身の健康保持、要介護
状態の予防、地域の支え合い体制の推進を目
的としている。住んで楽しい地域づくりの実
現にむけて、会食や話し合いに集う場を設け、
活動会員と利用会員とが年間1,000円の会費を
出しあい、外出支援や買い物代行等、支え合
いの活動を続けている。将来に向けて地域住
民が支え合う価値観を根付かせるものとして、
支援体制の充実を図る必要はないか。
A　暮らしのサポートセンターの活動は、竹田市
にとってありがたい重要なものと考えている。
より多くの市民に活動を知っていただく等、さ
まざまな課題をしっかりとらえて改善していこ
うと考えている。また、一方ではそういった活

動を知っていながら、集えない、集う気のない
高齢者も多く見られることから、どのようにし
て、その輪に巻き込んでいくかという課題に取
り組み、ともに集いあえる機会の提供をしてい
きたいと考えている。

市内の暮らしのサポートセンター

鷲司　英彰

山村　英治

暮らしのサポートセンター
事業の支援について

福　祉

学校統合について
教　育

その他
質　問 ・和牛繁殖経営の現状と課題について

その他
質　問

・地方創生交付金について
・ふるさと納税について
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第 2回定例会 予算特別委員会
令和 6年度 一般会計補正予算

可決可決

補正予算の概要

入歳

出
歳 ◆土木費

　豊後竹田駅周辺整備事業 566万5千円
　道路橋りょう長寿命化事業 250万円
◆教育長
　竹田中学校スクールバス乗降所等整備事業 590万3千円

　
　国庫支出金 1億7,391万円
　県支出金 473万8千円
　基金繰入金 Δ4,529万7千円
　諸収入 6,218万9千円
　市債 Δ60万円

議決結果 令和6年
第2回臨時会
令和6年4月22日 議案等の議決結果

●条例案
議案番号 件　　　　　　　　　名 結　果

専決処分事項「竹田市税条例の一部改正」について
専決処分事項「竹田市都市計画税条例の一部改正」について
専決処分事項「竹田市税特別措置条例の一部改正」について
専決処分事項「竹田市国民健康保険税条例の一部改正」について
竹田市沢水キャンプ場条例の一部改正について

承　認
承　認
承　認
承　認
可　決

議案番号 件　　　　　　　　　名 結　果
竹田市教育長の任命について 同　意

●一般案

審
議
結
果

議員名（議席番号順）

議案番号・件名

■賛否一覧表　令和6年第2回臨時会（令和6年4月22日）

表の見方…○：賛成、－：除斥、欠席などにより表決に加わっていない。 ※議長は表決に参加しないため、表決結果は「－」。
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可　決ー◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯竹田市教育長の任命について

　令和６年第２回定例会・予算特別委員会が６月19日に開催され、付託された一般会計補正予算を慎重
審査した結果、全会一致で可決されました。

（総額：208億2,930万8千円）1億9,494万円増額

◆総務費
　定額減税調整給付金 1億1,000万円
　公共交通サービス最適化事業 110万円
◆民生費
　住民税非課税世帯等給付金給付事業 5,961万7千円
　生活困窮者自立支援対策事業 241万6千円
◆衛生費
　新型コロナウイルスワクチン接種事業 5,087万9千円
◆農林水産業費
　短期集中県域支援品目生産拡大推進事業補助金 380万円
　農業子育て支援・女性活躍促進事業補助金 311万5千円
　世界かんがい施設遺産認定申請事業 324万円

報 告 第 1 号
報 告 第 2 号
報 告 第 3 号
報 告 第 4 号
議案第 56 号

議案第 55 号

議案第 55 号
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議決結果 令和6年
第2回定例会
令和6年6月6日～26日 議案等の議決結果

●条例案
議案番号 件　　　　　　　　　名 結　果

竹田市企業立地促進条例の一部改正について

竹田市市営住宅条例の一部改正について

可　決

可　決

議案番号 件　　　　　　　　　名 結　果

竹田市教育委員会委員の任命について 同　意

可　決

●予算案
議案番号 件　　　　　　　　　名 結　果

令和6年度竹田市一般会計補正予算（第1号）について

令和6年度竹田市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について

令和6年度竹田市浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第1号）について

可　決

可　決

可　決

●一般案

他の普通地方公共団体の公の施設を竹田市の住民の利用に供させること
に関する協議について

議案番号 件　　　　　　　　　名 結　果

竹田市立こども診療所の早期再開を求める決議 可　決

●決議案

議案番号 件　　　　　　　　　名 結　果

義務教育費国庫負担率2分の1復元に関する意見書の提出を求める請願

2024年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書の請願

義務教育費国庫負担率2分の1復元に関する意見書

2024年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書

採　択

採　択

可　決

可　決

可　決

●請願・意見書案

国営大蘇ダム浸透メカニズム調査結果の早期公表並びに事業計画どおり
の貯水機能とする早急な対策及び対応を要請する意見書

審
議
結
果

議員名（議席番号順）

議案番号・件名

■賛否一覧表　令和6年第2回定例会（令和6年6月6日～26日）

表の見方…○：賛成、－：除斥、欠席などにより表決に加わっていない。 ※議長は表決に参加しないため、表決結果は「－」。
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可　決ー
国営大蘇ダム浸透メカニズム調査結果の早
期公表並びに事業計画どおりの貯水機能と
する早急な対策及び対応を要請する意見書

竹田市立こども診療所の早期再開を求める決議

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

可　決ー◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

議案第 61 号

議案第 62 号

議案第 57 号

議案第 58 号

議案第 59 号

議案第 60 号

議案第 63 号

請 願 第 1 号

請 願 第 2 号

意見書案第 1 号

意見書案第 2 号

意見書案第 3 号

決議案第 1 号

意見書案第３号

決議案第１号
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市議会だよりへのご意見・ご感想をお寄せください。 発行：竹田市議会　
編集：竹田市議会だより編集委員会
　　　竹田市大字会々1650番地
　　　ＴＥＬ：0974-63-4813

「たけた市議会だより」は、環境に配慮した再生紙を利用しています。

頂いたご感想は今後の紙面構成等に活かして参ります。

　去る５月22日に開催された

第100回全国市議会議長会定

期総会において、本田忠議員

が市議会議員在職25年以上、

渡辺克己議員、阿部雅彦議員

が在職15年以上の功績により

表彰状が授与されました。

写真提供者

眞田　照幸

岡藩の時代に、四代藩主中川久恒公が、参勤交代の際、花の観賞
と飢餓時の非常食として利用するため箱根付近から持ち帰ったと
いわれる。現在、市内の片ヶ瀬地区や小高野地区（入田）で見られる。

昭和23年生まれ　竹田市吉田在住

箱根百合の由来　

竹田市美術協会写真部会員。
ただ今、写真部会員募集中！ 電話 090-7530-0280　
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左から　渡辺克己議員、本田 忠議員、
　　　　阿部雅彦議員

議会における通年軽装を実施しています。
令和６年第２回定例会から地球温暖化対策や
節電対策の一環として、ノーネクタイ等の服
装の軽装化を通年で実施しています。

議会における通年軽装について

全国市議会議長会表彰

議会を傍聴しませんか
第3回（9月）定例会日程のお知らせ

8月29日㈭　議会運営委員会
9月 3日㈫　本会議（議案の上程、諸報告ほか）
　  10日㈫　本会議（一般質問）
　  11日㈬　本会議（一般質問）
　  12日㈭　本会議（一般質問）
　  17日㈫　本会議（質疑、委員会付託ほか）
　　　　　　予算特別委員会
　  19日㈭　決算審査特別委員会
  　20日㈮　決算審査特別委員会
　  24日㈫　総務常任委員会
　  25日㈬　産業建設常任委員会
　  26日㈭　社会文教常任委員会
　  30日㈪　議会運営委員会
　　　　　　本会議（委員長報告、採決ほか）
※その他、議会情報は竹田市議会ホームページを
　ご覧ください。

※会議の日程等は変更になる場合があります。

竹田市議会


